
なはまぐろ御物
流通実証戦略

令和７年度
「なはまぐろ上位ブランド」構築に向けた検証事業
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目次

01 アドバイザーについて

02 流通実証戦略

①上位ブランド名の決定

ア ターゲット層の明確化

誰に届けるか。上位ブランドのターゲット層を明確にする。

イ コンセプト、キャッチコピーの設定

アのターゲット層を踏まえた上位ブランドのコンセプト、

キャッチコピーを設定する。

ウ 上位ブランド名の決定
ア及びイを踏まえるとともに、市民、県民、観光客に受け入れ
られ、なはまぐろの上位ブランドとして長く愛される上位ブラ
ンド名の候補を選定する。

②マーケティング戦略の策定

ア 流通方法の整理

ターゲット層の需要に対応した取り扱い店舗、流通方法等を

整理する。

イ パッケージデザイン

一目で上位ブランドであることが分かるパッケージデザイン
を開発する。ロゴやシンボルマークの作成、キャッチコピー
の設定などを通じて、上位ブランドの認知度を向上させる。

ウ パンフレット、チラシ等デザイン制作
取扱店舗及び消費者を対象に上位ブランドの特徴、高品質、
希少価値等を的確に伝えるためのパンフレットやチラシ等の
デザインを制作する。

エ 周知・広報戦略の策定
上位ブランドの特長、高品質、希少価値等を広く消費者に知
らしめるための広告キャンペーンやプロモーション活動につ
いての戦略を策定する。
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01 アドバイザーについて

流通実証戦略策定に際して、伊江島の経産牛「緋桜肉」をブランド化し
た実績を有する総合的なアドバイザーとして「イノベスタ株式会社」を選
定した。
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①上位ブランド名の決定
アターゲット層の明確化
誰に届けるか。上位ブランドのターゲット層を明確にする。

02 流通実証戦略
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①上位ブランド名の決定
アターゲット層の明確化
誰に届けるか。上位ブランドのターゲット層を明確にする。

02 流通実証戦略
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①上位ブランド名の決定
アターゲット層の明確化
誰に届けるか。上位ブランドのターゲット層を明確にする。

02 流通実証戦略
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①上位ブランド名の決定
イコンセプト、キャッチコピーの設定
アのターゲット層を踏まえた上位ブランドのコンセプト、キャッチコピーを設定する。

02 流通実証戦略
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①上位ブランド名の決定
イコンセプト、キャッチコピーの設定
アのターゲット層を踏まえた上位ブランドのコンセプト、キャッチコピーを設定する。

02 流通実証戦略
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①上位ブランド名の決定
ウ上位ブランド名の決定
ア及びイを踏まえるとともに、市民、県民、観光客に受け入れ、なはまぐろの上位ブラン
ドとして長く愛される上位ブランド名の候補を選定する。

02 流通実証戦略
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②マーケティング戦略の策定
ア流通方法の整理
ターゲット層の需要に対応した取り扱い店舗、流通方法等を整理する。

02 流通実証戦略

□想定販売者について

想定販売者は5社として整理している。

このうち、比嘉邸、酒と旨めしちょうじについては、昨年度実施した第2段階検証にお

いて、試食、アンケート及び意見聴取にも協力いただいており、ブランドに対する理解

を有する販売先として位置づけている。

また、鮨処もとい、寿司割烹雛、江戸前寿司 叶和の３店舗については、仲買人から

の推薦を踏まえて選定したものである。

• 想定販売者

店舗名 氏名（敬称略）

比嘉邸

比嘉 康二
沖縄県那覇市泊１丁目３４−２サンシャインビル 5階

酒と旨めし ちょうじ

岡崎 真也
沖縄県那覇市樋川１-1-65 金城ビル1F（本店）

寿司割烹 雛

小波津 啓史
沖縄県那覇市松山２丁目２６−３

鮨処 もとい

松田 基
沖縄県那覇市西１丁目５−８

江戸前寿司 叶和

箭子 雅也
沖縄県那覇市久茂地２丁目２１
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②マーケティング戦略の策定
ア流通方法の整理
ターゲット層の需要に対応した取り扱い店舗、流通方法等を整理する。

02 流通実証戦略

仲買人 検査員 想定販売者 事務局 その他

目利きによるセリで購入

解体した際、御物と認定
できそうな魚体の場合

検査員に連絡
現場で検査シートに記
入して検査を行う

認
定

消
費
者
検
証

①認定証を5枚（想定
販売者分）記入し、仲
買人へ渡す

検査の結果、御物
認定された場合

②認定された御物の情
報を事務局・那覇市へ
連絡する

水揚速報を
御物連絡会
にて通知

御物連絡会
へ提供する
想定販売者
の通知をす
る

情報発信①

情報発信②

納
品
・
流
通

㊞

認定証を同封し、保冷
バックに入れて想定販
売者へ納品

消費者

御物連絡会
の通知を確
認して来店

消費者への提供

★まだ御物を知
らない人で流通
実証のターゲッ
ト層に該当する
と想定販売者が
判断した場合、
御物連絡会へ招
待する アンケート・

ヒアリング
御物について
意見をうかがう

想定販売者との仕入れ
状況のやりとりの共有

上記フローにて「流通実証（第三段階検証）」を実施する。
「流通実証」にて発生した課題を基に、適時フローの見直しを行う。
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②マーケティング戦略の策定
ア流通方法の整理
ターゲット層の需要に対応した取り扱い店舗、流通方法等を整理する。

02 流通実証戦略

なはまぐろ御物は非常に希少なため、いつ水揚されるか、どこで提供され
るのか不定。設定したペルソナ（高良尚哉さん）に向けた情報発信ツールと
して仲買人招待制「なはまぐろ御物連絡会」LINEグループを設立した。「選
ばれた者しか入れない」という閉じた体験設計が、ペルソナの「語りたい」
気持ちを刺激する。
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②マーケティング戦略の策定
イパッケージデザイン
一目で上位ブランドであることが分かるパッケージデザインを開発する。ロゴやシ
ンボルマークの作成、キャッチコピーの設定などを通じて、上位ブランドの認知度を
向上させる

02 流通実証戦略

なはまぐろ御物
シンボルマークにこめた想い

「三つの結びで、ひとつの和を。」
しめ縄に刻まれた三つの結び目は、
「売り手よし」「買い手よし」「世間よし」という
三方良しの精神を象徴しています。

それぞれの結びは、人と人、自然と暮らし、
そして過去と未来をつなぐ“絆”のかたち。

また、結びには、生産者と仲買人、那覇市の三者が
共に価値を育むという意味も込められています。

結びが重なり合うことで、感謝と誠意の循環が生まれ、
持続可能な輪がひろがっていきます。
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②マーケティング戦略の策定
ウパンフレット、チラシ等デザイン制作
取扱店舗及び消費者を対象に上位ブランドの特長、高品質、希少価値等を的確に伝
えるためのパンフレットやチラシ等のデザインを制作する。

02 流通実証戦略

ブランドブック

なはまぐろ御物の特長、高品質、希少価値等を適切に伝えるためのツール
としてブランドブックを制作した。認定基準、検査員、生産者、想定販売者
等の情報が記載されており、なはまぐろ御物の希少性や魅力が伝わるものに
なっている。
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②マーケティング戦略の策定
エ周知・広報戦略の策定
上位ブランドの特長、高品質、希少価値等を広く消費者に知らせるための広告キャ
ンペーンやプロモーション活動についての戦略を策定する。

02 流通実証戦略

周知・広報戦略の策定について

今年度に関しては、仲買人招待制「なはまぐろ御物連絡会」※１での情報
発信として、広告キャンペーンやプロモーション活動の実施なし。周知・広
報戦略の策定について、令和８年度に検討を行う。

※１ 「②マーケティング戦略の策定 ア 流通方法」を参照
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